
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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株式会社 ルネサス テクノロジ 
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製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-SH7-A575A/J Rev. 第１版 

題

名 
SH-Ether EtherC/E-DMACステータスレジスタ(EESR)に関する
使用上の注意について 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

下記参照 
全ロット 

関連資料 下記参照 

 

拝啓、貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃より格段のご愛顧を賜り深謝申し上げます。 

 

SH-Ether 内蔵イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ(E-DMAC)の EtherC/E-DMAC ステータスレジスタ 

 (EESR)に関しまして、以下のような不具合があり、使用方法に制限があります。 

本内容をご了解戴き、ご使用下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。 

【該当製品】 

・ HD6417615ARF/ARFV/ARBP/ARBPV 

・ HD6417616RF/SF 

・ HD6417710F/FV/BP/BPV/R4J7710ABG 

・ HD6417712F/FV/BP/BPV  

・ HD6417618ABG100/ABG100V/ABGN100/ABGN100V/ABGW100/ABGW100V/RBG100/RBG100V/RBGN100/RBGN100V 

            /RBGW100/RBGW100V 

・ R4S76190B125BG/B125BGV/N125BG/N125BGV/W125BG/W125BGV 

【関連資料】 

・ SH7615 ハードウェアマニュアル Rev.2.00 ( RJJ09B0129-0200 )  

・ SH7616 ハードウェアマニュアル Rev.2.00 ( RJJ09B0316-0200 ) 

・ SH7710 ハードウェアマニュアル Rev.2.00 ( RJJ09B0043-0200 ) 

・ SH7712 ハードウェアマニュアル Rev.1.00 ( RJJ09B0296-0100 ) 

・ SH7618 ハードウェアマニュアル Rev.4.00 ( RJJ09B0084-0400 ) 

・ SH7619 ハードウェアマニュアル Rev.3.00 ( RJJ09B0212-0300 ) 

【不具合内容】 

   SH-Ether 内蔵 E-DMAC の EESR にセットされるステータスを割り込み要因として使用した場合に、割り込み要因が EESR に 

セットされない場合があります。図 1.に EESR 割り込み要因セット不具合タイミングを示します。 

  (a) EESR の受信割り込み要因と送信割り込み要因を同時に使用した場合、EtherC、または、E-DMAC からの受信割り込み要因A 

      が EESR のビット A にセットされ、割り込みが発生します。 

  (b) 割り込み処理ルーチンで、ソフトウェアにより EESR のビット A を“1”ライトクリアします。 

  (c) ビット A を“1”ライトクリアするタイミングと、EtherC、または、E-DMAC からの送信割り込み要因 Bが同時に発生した場合に、 

ビット A はクリアされるが、送信割り込み要因 Bが EESR の該当ビットにセットされない場合があります。 
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図 1. E-DMAC EESR 割り込み要因セット不具合タイミング 

【対応方法】 

    EESR の全てのビットで本不具合が発生するのでは無く、本不具合に該当するものと該当しないものがあります。 

     表 1.に本不具合該当の有無、および、各割り込み要因のディスクリプタへの反映の有無を示します。 

 

表 1. EESR 本不具合該当の有無、および、各割り込み要因のディスクリプタへの反映の有無 

 

（ａ） （ｂ），（ｃ） （ｃ）

内部クロック（Iφ）

EtherC/E-DMACによる

受信割り込み要因A

EtherC/E-DMACによる

送信割り込み要因B

EESRのビットA

EESRのビットB

ソフトウェアによる

EESRへのライトアクセス

EESRへのライトデータ H'00000001

：　期待する動作

"1"ライトクリア

ビットAの"1"ライトクリアと割り込
み要因Bが同時に発生

EESRのビットAのみをソフト
ウェアにより"1"ライトクリア
する

送信割り込み要因BがEESRの
ビットBにセットされない不具合が
発生

受信割り込み要因Aを
EESRのビットAにセットする

ビット ビット名称 不具合該当ビット ディスクリプタへ反映する 割り込み要因
SH7615/ SH7710/ 割り込み要因
SH7616 SH7712/

SH7618/
SH7619

31 - - リザーブビット - - -
30 - TWB ライトバック完了 × - 送信
29 - - リザーブビット - - -
28 - - リザーブビット - - -
27 - - リザーブビット - - -
26 TABT TABT 送信アボート検出、または、送信中断検出 × ◎　TD0 bit8(TFS8)へ反映 送信
25 RABT RABT 受信アボート検出、または、受信中断検出 ○ ◎　RD0 bit8(RFS8)へ反映 受信
24 RFCOF RFCOF 受信フレームカウンタオーバフロー × - 受信
23 - ADE アドレスエラー ○ - その他
22 ECI ECI EtherCステータスレジスタ要因 ○ - その他
21 TC TC フレーム送信完了 × ◎　TD0 bit31(TACT)へ反映 送信
20 TDE TDE 送信ディスクリプタ枯渇 ○ - 送信
19 TFUF TFUF 送信FIFOアンダフロー × - 送信
18 FR FR フレーム受信 ○ ◎　RD0 bit31(RACT)へ反映 受信
17 RDE RDE 受信ディスクリプタ枯渇 ○ - 受信
16 RFOF RFOF 受信FIFOオーバフロー × ◎　RD0 bit9(RFS9)へ反映 受信
15 - - リザーブビット - - -
14 - - リザーブビット - - -
13 - - リザーブビット - - -
12 ITF - 送信フレーム長異常 × ◎　TD0 bit4(TFS4)へ反映 送信
11 CND CND キャリア未検出 × ◎　TD0 bit3(TFS3)へ反映 送信
10 DLC DLC キャリア消失検出 × ◎　TD0 bit2(TFS2)へ反映 送信
9 CD CD 遅延衝突検出 × ◎　TD0 bit1(TFS1)へ反映 送信
8 TRO TRO 送信リトライオーバ × ◎　TD0 bit0(TFS0)へ反映 送信
7 RMAF RMAF マルチキャストアドレスフレーム受信 ○ ◎　RD0 bit7(RFS7)へ反映 受信
6 - - リザーブビット - - -
5 RFAR　*1 - 受信フレーム廃棄の要求アサート ○ ◎　RD0 bit5(RFS5)へ反映 受信
4 RRF RRF 端数ビットフレーム受信 ○ ◎　RD0 bit4(RFS4)へ反映 受信
3 RTLF RTLF ロングフレーム受信エラー ○ ◎　RD0 bit3(RFS3)へ反映 受信
2 RTSF RTSF ショートフレーム受信エラー ○ ◎　RD0 bit2(RFS2)へ反映 受信
1 PRE PRE PHY-LSI受信エラー ○ ◎　RD0 bit1(RFS1)へ反映 受信
0 CERF CERF 受信フレームCRCエラー ○ ◎　RD0 bit0(RFS0)へ反映 受信

×： EESR割り込み要因セット不具合該当ビット *1： SH7616のみ有効。SH7615ではリザーブビット。
○： EESR割り込み要因セット不具合非該当ビット
◎： ディスクリプタへ反映する割り込み要因

ビット名
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(1) EESR 不具合該当ビットに対する対応方法を以下に示します。 

・ bit30 TWB： ライトバック完了割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。 

該当する送信ディスクリプタの TACT ビットを確認し、TACT ビットが”0”の場合はライトバックが完了したことを認識し 

て下さい。 

・ bit26 TABT： 送信アボート検出、または、送信中断検出割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。但し、割 

り込み要因は該当ディスクリプタにライトバックされますので、送信ディスクリプタ(TD0)でエラーステータスを確認して 

下さい。 

     ・ bit24 RFCOF： 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。 

但し、仮に本オーバフローが発生したにも関わらず割り込みがソフトウェアに通知されなかったとしても、本製品は、こ 

         のフレームを廃棄するため上位レイヤ（例えば、TCP/IP）はエラーを認識することが出来ます。 

            オーバフロー状態解除後は、次のフレームの先頭から受信 FIFO に正常に格納されますので、システム上の影響はあ 

         りません。 

     ・ bit21 TC： フレーム送信完了割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。 

            従って、送信系処理の場合は、以下の(a)、(b)のいずれかを採用して下さい。 

             (a) フレーム送信完了割り込みによるハンドリングを使用せずに送信処理を行う方法  

             1) 複数フレームを送信出来るように送信ディスクリプタを複数準備する。  

             2) 送信ディスクリプタ設定後、E-DMAC送信要求レジスタ(EDTRR) bit0(TR)をセットし、送信を開始する。 

              3) 次の送信フレームをディスクリプタに設定する際は(送信する task が発生した際)、該当する送信ディスクリプタ 

               (TD0)の TACT ビットをチェックする。  

              4) TACT ビットが”0”の場合は、送信フレームを該当する送信ディスクリプタに設定して、EDTRR の TR ビットをセ 

                ットし、送信を開始する。TACT ビットが”1”の場合は、次のタイミングまで送信ディスクリプタ設定を待つ。 

 (b) フレーム送信完了をその都度認識して処理を行うことが必要なシステムの場合（送信フレーム設定→送信起動→ 

                 フレーム送信完了→次の送信フレーム設定→ ・・・） 

1) 送信フレームの最後のディスクリプタの TACT ビットを確認し、TACT ビットが”0”の場合に送信完了を認識して 

下さい。 

     ・ bit19 TFUF： 送信 FIFO アンダフロー割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。  

            但し、本ビットを割り込み要因として使用した場合はソフトウェアに通知されませんが、送信 FIFO アンダフローとなった 

            場合、上位レイヤはエラーを認識することが出来ます。  

     ・ bit16 RFOF： 受信 FIFO オーバフロー割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。  

            但し、割り込み要因は該当ディスクリプタにライトバックされますので、受信ディスクリプタ(RD0)でエラーステータスを 

            確認して下さい。  

     ・ bit12 ITF, bit11 CND, bit10 DLC, bit9 CD, bit8 TRO：  送信フレーム長異常、キャリア未検出、キャリア消失検出、遅延 

衝突検出、送信リトライオーバ割り込み要因が EESR にセットされない場合があります。但し、割り込み要因は該当ディ 

プタにライトバックされるため、送信ディスクリプタ(TD0)でエラーステータスを確認して下さい。  

 

 

 

                                                 ― 以上 ― 

 

 

 


